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１．目的  

 東京港臨海道路は,大田区城南島から中央防波堤外側埋立地を経由して江東区若洲を結ぶ道路ネットワーク

である．本道路における中央防波堤外側埋立地と若洲間に日本最大規模の連続トラス長大橋（東京港臨海大

橋：仮称）が計画されている．本橋梁は,東京港の新しいシンボルとして，これまで以上の新技術・新材料そ

して，コスト縮減に取り組んでいる．そのひとつとして,内面塗装仕様について検討を行っている． 

鋼橋内部の腐食は,現場ボルト添接部，排水管,ハンドホール等の開口部からの漏水・結露により腐食が生じ

る．そのため，構造用鋼のみならず耐候性鋼材に対しても内面塗装が施工されているのが現状である．しかし，

鋼橋（箱桁）の内部は程度の差はあるが,密閉構造に近く,塩類等の不純物質も侵入しにくい．メンテナンス時

の作業員の進入に伴う不純物の侵入は想定できるが,外面に比べれば腐食環境は良く,鋼材の腐食速度が優位

なものとは考えにくい．これらの状況や,既往の研究成果より内面塗装系においてコスト縮減が可能と判断し,

架橋予定地近傍にて腐食環境調査を実施した．以下に調査結果と,塗装仕様の検討状況について述べる． 

２．調査対象について  

 東京港臨海大橋における腐食環境調査のため,隣接する同種橋梁（鋼床版箱桁橋梁や大断面箱桁を有している

構造等）である，レインボーブリッジ隣接橋（有明西運河橋）の側径間において，実施が可能となった． 
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図-1 調査対象橋梁と東京港臨海大橋イメージ図 

３．腐食環境調査 

腐食環境調査は,内外面に ACM（Atmospheric Corrosion Monitor）型腐食センサ（以下 ACM センサ）を設置

した．本調査で使用した ACM センサは，鉄基板上に絶縁層を介して銀ペーストを印刷し，結露が生じた場合

（腐食が生じる環境となった場合），Ag-Fe 異種金属間に生じる電位差により生じる電流を検出し，腐食環境

を把握するものであり，本州四国連絡橋等多くの橋梁の腐食環境調査に使用されている．以下にセンサ設置位

置について述べる． 

① 外面センサ設置位置 

・ ACM センサ：桁端部のウェブ面，フランジ面に各１枚． 

・ 温湿度センサ：ウェブの ACM センサと同位置に１基設置． 
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② 内面センサ設置位置 

・ ACM センサ：桁内進入用マンホール近傍の下フランジ面に１枚．10m 内部に１枚． 

・ 温湿度センサ：桁内より約 10ｍ内部の下フランジ面に１基設置． 

桁外面センサ設置状況 桁内面センサ設置状況-1 桁内面センサ設置状況-2

 

図-2 腐食環境調査各センサ設置状況 

４．腐食環境調査結果 

調査期間は，2005 年 6 月中旬から 10 月中旬までの 4 ヶ月間，10 分間隔で計測を実施した．調査時期は，東

京工業大学にて過去に荒川橋梁で腐食環境調査を実施した結果，厳しい腐食環境が梅雨時期に集中しているこ

とから決定した．また，計測された腐食電流による腐食環境への評価は，既往の研究成果より以下の判断基準

により行う． 

 ① 厳しい腐食環境      腐食電流値 10-1μＡ以上  

② 腐食の進行する環境    腐食電流値 10-1μＡ ～ 10-2μＡ 

③ 腐食の進行しない環境   腐食電流値 10-2μＡ以下 

以下に調査結果を報告する．調査の結果,外面における腐食環境は,当然厳しい環境となったが,箱桁内面で

は,腐食の進行しない環境とされている 10-2μＡより大幅に少ない結果となった． 
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図-3 腐食環境調査計測結果（ACM センサ値） 

５．内面塗装系の検討 

腐食環境調査の結果,箱桁内面は腐食が進行しない環境であることがわかった．東京港臨海大橋は,ボルト添

接を極力少なくしているため,箱桁内の密閉度は他橋梁と比べると高く，本結果より更に良好な腐食環境が想

定される．今後,製作時や架設時における付着塩分等の問題や塗装系削減による塗膜品質の確保，桁内での維

持作業等による不純物質の侵入を考慮して,内面塗装系を検討し,コスト縮減を計る予定である． 

最後に調査に御協力いただいた，首都高速道路株式会社に感謝の意を表します．  
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